
平成29年度第 2回つく1飾公共交通活性化協議会

資料 4

平成29年度第1四半期

つくパス。つくタク利用実績について

平成29年 3月 10日

つくば市 都市計画部 総合交通政策課

1つくパス利用者数 ― 平成23年度― 平成24年度― 平成25年度― 平成26年度

― 平成27年度― 平成28年度  平成29年度

第1四半期後計で約263′ 000人の

利用があり′前年度比で約1030/O

を占めている。
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2つくパス1日 当たりの利用者数

1日 当たりの利用者数も増加 し′ 1日 当たり2′893人の利用がある。
昨年度の同期と比較すると′ 3カ月で合計9′ 361人の利用者増加があつた。

▼グラフ01 つくパス 1日 当たりの利用者数

‐日全体 -1日 当たりの利用者数
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28第 刊四半期 28第 2四半期 28第 3四半期 28第 4四半期 29第 1四 半期

3つくパス路線漏u利用者数
昨年度同期と比較すると′吉沼シャ トル以外は利用者が増加している。

吉沼シャ ト)レは,春国学園の通学利用がなくなつたため′利用者数が減少しているようである。

▼グラフ02 つくバス路線別利用者数

日28第 1四半期 日28第 2四半期 E28第 3四半期 ■28第4四半期 口29第 1四半期
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4時 間帯別乗車人数の推移
上り便は朝の時間帯と午後の時間帯の不u用が多い。

下 り便は′夜間の時間帯の利用が最も多い。

全体としては′通勤・通学における利用目的が多いため′朝の時間帯と夕方～夜の時間帯の利用が多い傾向に

なる。

▼グラフ03 つくノヾス時間帯別乗車人数
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1月当たりの

平均利用者数

1便当たりの
平均利用者数

平成28年度 29′ 710人 15,3人

平成29年度第1四半期 30′ 966人 15,9人

4

51路線漏u利用状況田ヒ部シャトル】

昨年度平均と比較すると′利用者数は増加している。 1カ月当たり平均 30′ 900人が利用しているよ

筑波山口′大穂窓ロセンター′花畑′つくばセンターの利用者力Ч曽カロしている。

筑波山口の利用者増加は′広域連携パスの利用増加の影響が高い。   ▼グラフ05つくパスJヒき「シャトル停留所月uttu用者数
(国 当たり)

484

▼グラフ04 つくバス北部シャトル利用者数
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5踏線別利用状況【小田シャトル】
昨年度平均と比較すると′利用者数は増加 している。 1カ月当たり平均約8′ 100人が利用している。
」ヽ田東部′テクノノく―ク桜′栄の利用者が微増しており′つくばセンターの利用者が増加している。
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1月 当たりの

平均利用者数
1便当たりの
平均利用者数

平成28年度 7′ 589人 5.0人

平成29年度第1四半期 8′ 146人 5,3人

▼グラフ06 つくノヾス小田シヤトル利用者数

‐‐ 乗車数  
…

平均乗車数

▼グラフ07 つくバス小田シヤトル停留所別利用者数 (日 当たり)
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5路線漏u利用状況【作岡シャトル】
昨年度平均と比較すると′利用者数は増加している。 1カ月当たり平均フ′200人が利用 している。
大穂窓ロセンター′研究学園駅の利用者が増加している。
昨年度′ノ〈ス停を設置した長高野でも利用者が定着しつつある。▼グラフ09つくパス作岡シャトブ腑瑠所男」不l用者数 (国 当たり)

▼グラフ03 つくノヾス作岡シャトル利用者数

‐ い 乗車数  → 平均乗車数
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5路線別利用状況【吉沼シャトJレ】
昨年度平均と比較すると′利用者数は減少 している。 1カ月当たり平均9′ 200人が利用している。
豊里の杜′研究学園駅では利用者力Ч曽カロしている。つくばセンターまでの利用者数に変動はなかつた。
学国の森2丁目′研究学園3丁目′春日三丁目は,春日学園の通学利用が減少した分′利用者減になつている。

1月 当たりの
平均利用者数

1便当たりの
平均利用者数

平成28年度 9′ 669人 6.9人

平成29年度第1四半期 9′ 258人 6.6人

▼グラフ11 つくパス吉沼シャトル停留所別利用者数 (日当たり)
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1月当たりの
平均利用者数

1便当たりの
平均利用者数

平成28年度 18′ 546人 9.5人

平成29年度第1四半期 19′ 113人 9.8人

▼グラフ12 つくノヽス南部シャト)断u用者数
‐口 柔車数 

…
平均乗車数

5路線漏u利用状況【南部シャトル】
昨年度平均と比較すると′利用者数は増加 している。 1カ月当たり平均 19′ 100人が利用している。

牧園中央′理化学研究所′高野台′松代などで利用者が増加している。通勤利用者が増加していると推測される。
茎崎地区からの利用者には大きな変動はない。

▼グづフ13 つくノヾス南部シャ トリИ亭留所別利用者数 (日 当たり)
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5踏線別利用状況【谷田部シャトル】
昨年度平均と比較するとァ利用者数は増加している。1カ月当たり平均7′ 000人が利用している。
谷田部窓ロセンター′万博記念公園′島名十字路北などで利用者が増加している。小学生の通学利用者が増加し
ていると推測される。

研究学園駅でも若干利用者が増加 しているが′科学万博記念公園などの利用者が増加 していないため′大人の利
用者の増加は少ない状態である。

1月 当たりの
平均利用者数

1使当たりの
平均利用者数

平成28年度 5′ 574人 4.0人

平成29年度第 1四半期 7′ 047人 5.1人

▼グラフ15 つくバス谷田部シャトル停留所別利用者数 (日 当たり)

B平成29年度第1四 半期 日平成28年度

▼2ラフ14 つ くバス谷田部シャ トル利用者数

コ‐乗草数 → 平均乗車数
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5踏線別利用状況【自由ケ丘シャトル】
昨年度平均と比較すると′利用者数は増加している。 1カ月当たり平均 4ァ 100人が利用 している。
富士見台′茎崎窓ロセンター′アッセ入口′みどりの駅の利用者が増加 している。

増加量は少ないが′あしび野′自由ヶ丘団地′茎崎運動公園なども増加 している′茎崎地区から谷田部地区′み
どりの駅方面への移動利用が増加 していると推測される。

▼グラフ17 つくパス自由ケ丘シャト)Й亭留所別利用者数 (日 当たり)

■平成29年度第1四半期  H平成28年度
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6つくタク利用者数
第1四半期後計で約 13′ 500人の利

用があり′前年度比で約 1080/Oを

占めている。

▼表02 つくタク利用者数

００

００

００

００

００

（く
）
再
伸
照
罵

― 平成23年 度― 平成24年度 ― 平成25年度→←平成26年度

― 平成27年度― 平成28年度 ―― 平成29年度

4月   5月   6月   7月   8月   9月   10月  11月  12月   1月   2月   3月
0

4月 1643 3667 1924 2171%1  4559 99ι 1278%1  4347 -21塑 95%1  4351 4 100%1  4079 -27ワ 9弔1 4,284 20〔 105男

5月 2,171 3,668 1,497 1600%1  4.30も 63' 1174%1  4,181 -124 97%1  3.504 ■77 84%1  3.845 941 110%1  4,310 46【 112H

6月 2,796 4,016 1,221 1497%1  4,251 23〔 1050%1  4,298 4, 101鴨 1 4,402 104 102%1  4,635 23〔 105%1  4,966 331 107X

7月 2,843 3846 1003 1353%1  4558 71, 1185%1  4558 〔 100%1 4711 15t 103%1  4289 -422 91%| 0猟

8月 3,062 3,979 91i 1299路 1  4.174 19〔 1049%1  4,174 C loo瑚   4,000 -174 96%1 4,211 211 105%|

9月 2,991 3,805 811 1271%1  3,862 57 1015%1 4,401 53℃ 114%1 3183C -502 87X1  4,43〔 591 115%| 鶴

10月 314g 4101 95〔 1303%1 4,284 18e 1045X1  4660 37℃ 109%1 4,36C -291 94%1 438t 2C 100路 | お 0解

11月 3,047 41004 101' 1334%1  4,021 ‐■0 989%1  4,00i -14 997路 1 3,82〔 -179 9GX1 4.20C 381 110%| 0男

12月 2,98も 3,862 87, 1294%1  3,990 12E 1033%1 4,00〔 10G 1026%1 3,98{ -109 97X1  4,18' 19G 105%| 饂

1月 2.772 3733 961 1347%1 3,776 4℃ 1012%1 377i 1 1000X1  3541 ‐23℃ 9棚 1  376, 22G 106%| OX

2月 3,231 3,841 61〔 1189%1  3.835 引 998%1  3,83t 4 1001%1  3,73, -102 97%1 4.09℃ 35G 110%| 0'1

3月 3,429 4,238 80t 1236%1 4,06〔 -17e 960%1  4,52〔 46C 1113鴨 1 4,27℃ ‐252 94%1  4,682 400 109祐
|

饂

合計 34,120 46,720 12.60〔 1369%1 49.08〔 2,969 1003%1 50,80〔 1,182 1024%1 48.544 -2,321 05.4%1 50,811 2.267 1047%1 13.5G〔 ■001 1080粥

月平均 2,843 3,893 105C 1369%1  4,14( 247 1063%1  4123C 99 1024“ 1  4,04〔 …193 954%1  4,234 189 1047%1 4.52( 334

7つくタク運行改善
■平成29年4月からの変更事項

(1)つくタク運行車両を 1台増台し′20台運行体制にする。配車地区は,予約お断りが多い′谷田部地区にする。

3 20

12

4 4

(2)予約センターのオペレータを 5名体制から繁忙時間帯において6名体制に強化する。

(3)予約センターヘの入電量を分散すべ く′受付内容 (当 日の予約′予約のキヤンセル′当日以外の予約)に応し

て′受付開始時間を分散させる。
.                                8:30                   12:00                   1フ :OO

当日の予約・キャンセル

8:30～■7:00

当日以外の予約

■2:00～ ■7:00

3

'ノ 'イ |十I111' ■
'■||!| ||

lt 1 11111ナ ド ||!,Ⅲ l),|十
lti― ィ` ||う部||''Ч ll'十  イドt.ヽ |1 与ヽ  ■ ||11,IiⅢ ケ

`ド
|||||チ【Ⅲ ⅢIヽ )|、・|ケヾ‐1′  |( |ィ リⅢユヽ|

十六穂豊里地区|

筑波地区 桜地区 1 谷田部地区 1 茎崎地区  1  合計
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8平成29年4月 から6月全体的な利用状況
利用吉数は′平成29年 4月以降増カロし続け′6月では1日 当たりの利用者数は225人になつた。
1日 1台当たりの利用者数も微増 している。
利用者数の増加は′車両を 1台増台した効果と効率的な配車がされているためと推測される。
キヤンセル数の推移はないが′予約お断り数は増加している。車両が 1台i曽台したことに伴い′ 5月 は予約お断
りが減少したが′6月 からは増加している。

平成29年 4月

平成29年 5月

平成 29年 6月

(参考)1カ月当たり平均

(H23実績 )

利用者数

4,284

4′ 310

4′ 966

4′234

1日当たりの利用者数

214

215

225

208

1日 1台当たりの

利用者数

10,7

10.8

11.3

キヤンセル数

497

490

545

546

予約お断り数

106

フ2

190

10フ

▼グラフ18 つくタク 1日 当たりの利用者数

■■利用者数合計  -1日 当たりの乗車人数

4,635 57
4,079

4′ 284 4′ 310
3′845

平成28年 4月  平成28年 5月  平成28年 6月  平成29年 4月  平成29年 5月  平成29年 6月

9地区居uの利用状況
車両を 1台追加した谷田部地区において′利用者の増加が大きいが′全地区とも利用者が1曽加している。
全地区とも利用者が増加していること及び 1日 当たりの利用者数が増加 していることから′効率的な配車がされ不u用
者数が増カロしつつあると推演Jされる。              

′

▼表03 地区別利用状況

（＜
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罵

6,000

5,000

4′ 000
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2,000

1,000

0

7

4

14

平成28年4月 平成28年 5月 平成28年6月 平成29年4月 平成29年 5月 平成29年 6月

筑波地区 フ25 687 86C フ8C 803 945

大穂・豊里地区 834 755 902 87E 815 970

桜地区 684 64沼 759 65ワ 651 763

谷田部地区 1,221 1′ 151 1′ 39G 1,42フ 1′ 42g 1′ 616

茎崎地区 615 60C 718 544 613 672

利用者勢文合計 4,079 3′84E 4,635 4′234 4′ 310 4′ 966

1日当たりの乗車人数 204,01 20241 21071 21421 215.51 2257
1か月1台当たりの乗車人数 21471 202.41 243.91 214.21 215.51 248.3

1日 1台当たりの乗車人数 10.コ 10コ 11,引 10,列 10創 11.3

▼グラフ19 つくタク地区別利用者数
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10時間帯漏u利用状況
全時間帯とも利用者が増加 しているが′特に,16時台の利用者の増加が顕著である。
16時台の利用のされ方について′詳細を分析をする。

▼表04 時間帯別利用状況

▼グラフ20 つくタク時間帯別利用者数

B4月 日5月 ■6月

797
746

707724
642649

500 500507
437442

9時台   10時台   11時台   生2時台   13時台   と4時台   15時台   16時台

範一
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一

４９８
５５５
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439450

００

００

００

００

００

００

（＜
）
黒
部
畷
雇 300

200

100

0

698

577  564572

▼グラフ21 つくタク利用者属性

□一般利用 ■高齢者 ■障害者 ■子ども

平成28年度平均

6月

5月

4月

▼グラフ22 相乗り状況

Bl人乗り B複数乗車

平成 29年 6月

平成28年度平均

平成27年度平均

生6

11利用者層性

高齢者が約 8割′障害者が約 1割強′一

般利用 (子ども含む)が 1割弱となつて
いる。

平成28年度同様の傾向にあるが,若干′
障害者の利用が増加 している。

12相乗り状況
平成29年6月の相乗 りは約530/0とな

り′ 5割以上が複数乗車となつてい

る。

0%   10%  20%  30%  40%  SO%  60%  70%  80%  90%  100%

0%   10%  20%  30%  40%  50%  60%  70%  80%  90%  100%17

心

642 649 746 104 116

707 724 797 90 113

437 442 500 63 114

439 450 501 62 114

497 455 555 58 112

498 511 592 94 119

500 507 577 77 115

564 572 698 134

4.284 4.310 4966 682 116
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13予約お断り
‐ 予約お断り件数は,4月′ 5月 は減少したが′ 6月 は増加している。
‐ 予約センターヘ電話がつながりやすくなつたため,電話はつながるが′予約が取れないという状況が起こりつつ

あるのか′状況をモニタリングしていく。

▼表05 予約お断り件数

平成28年度 平成29年度 前年度比較

4月 5月 6月 4月 5月 6月 4月 5月 6月

硫波地区 21 4 12 12 12 32 ‐9 8 2C

大穂・豊里地区 lC lE 14 10 lC 18 3 4

桜地区 lG 24 16 24 19 36 8 5 2C

金田部地区 7フ 5こ 44 50 2G 94 -2フ ‐2フ 5C

整崎地区 10 C 9 8 lC 2 3 1

鮮樹十 Ⅲ!i滸な 手iiI翻 !lfTI手
10コ .:|II埠

ゅ
…Ⅲ彎習報緊

▼グラフ23 つくタク予約お断り

E平成28年 4月  日平成28年 5月  ■平成28年 6月  ■平成29年 4月
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14予約キャンセル
予約キヤンセル数は′ 4～ 5月 に比較 し,6月 は増加した。 3か月合計で 1′ 530件あり,ほば′昨年度同様であ

る。

▼表06 予約キヤンセル件数

平成28年度 平成29年度 前年度比較

4月 5月 6月 合 計 4月 5月 6月 合計 4月 5月 6月 合計

筑波地区 83 70 83 236 72 74 9E 241 -11 4 12 5

大穂・豊里地区 7C 78 74 222 7( 7ε 7E 229 6 0 1 フ

脳地区 98 104 104 30C 102 7ラ 8召 263 4 -27 -20 -43

谷田部地区 200 160 281 641 201 23コ 252 68フ 1 74 2C 46

室崎地区 43 46 40 12C 44 2フ 3C 1lC 1 -19 1 -19

合計 494 458 582 1′ 53判 49E 49C 54こ 1′ 53C 1 32 ‐3フ -4

▼グラフ24 つくタク予約キャンセ)レ
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15予約センターヘの入電状況及び応答率について(1/2)

応答率が上昇 し′電話がつながるようになつたことから′入電量総数が増カロしつつある。

入電量が増加 しても効率よくオペ レーシヨンが回つていることから′応答数が増加 している。

▼表07 入電状況について

応答数 (本 ) 応答率(%) 未応答数 (本 ) 未応答率 (0/′o) 入電数合計 (本 )

平成28年4月 3,737 464% 4,312 536% ||||||1日1國融監』49

平成28年5月 3.564 373% 6.000 627% 逃64

平成28年6月 3,988 564% 3,081 436% 中 ,069

平成29年4月 4,251 575% 3,142 425% コ,393

平成29年5月 4,331 515% 4,085 485% ‥ 6

平成29年 6月 4,851 598% 3,257 40.2% 匿]08

▼グラフ25 電話入電量
B応答数 日未応答数

平成29年4月 平成29年6月
比較

応答数 未応答数 入電量 応答数 未応答数 入電量

B時台 400 239 639 435 30C 735 9(

9時台 48フ 82 569 469 G 475 -94

10時台 298 20 318 34フ 喝 352 34

11時台 291 241 532 283 305 588 5C

12時台 1′ 005 1′ 558 2′ 563 1′ 165 1′425 2丁 59C 2フ

13時台 620 644 1′ 264 713 87G 1′ 589 325

14崎台 446 166 612 563 165 728 1lC

15日寺台 410 81 491 480 7G 55G 65

16時台 294 111 405 396 99 495 9C

合言十 4′ 251 3′ 142 7′ 393 4′851 3′ 25フ 8′ 108 71S

田平成29年 4月 入電三  ●平成29年 6月 入電量

▼グラフ26 電話応答率
B応答率 (%)日 未応答率 (%)

平成29年 6月

平成29年 5月

平成 29年 4月

平成 28年 6月

平成 28年 5月

平成 28年4月

生00%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

8疵

平成29年4月 平成29年6月
上し車交

応答率 未応答 応答率 未応答

B時台 630/O 37% 590/o 410/O -30/O

9時台 87。/。 130/c 990/c 10/O 120/。

10時台 940/。 60/c 990/。 10/O 50/O

11時台 610/O 390/c 510/O 490/O -100/。

12時台 520/。 480/c 530/o 470/O 10/O

13日寺台 500/。 500/c 450/O 550/O -5。/O

14時台 フ40/。 260/℃ 770/O 230/O 40/。

15時台 840/O 170/c 870/O 130/0 40/O

16時台 730/。 280/c 800/O 200/O 7。/c

平均 710/O 290/c 720/O 280/0 20/c

―や― 平成 29年 4月 応答率    , 平成 29年 6月 応答率

94%
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15予約センターヘの入電状況及び応答率について(2/2)
― 時間帯別の入電量としては′当日以外の予約の受付開始時間の 12日寺に集中する傾向がある。
― 特定の時間のみがつながらないという状況は若干解消したが,12時台 138寺台においては′まだ未応答率が高い傾向に

ある。
― 午後の入電量が少ない時間帯 (夕方)の応答率は改善傾向にある。

▼表08 電話入電量                          ▼表09 電話応答率

平成 28年 4月 平成28年 5月 平成 28年 6月 平成 29年4月 平成 29年 5月 平成 29年 6月
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平成29年度第 2 つぐ飾 公共交通活性化協議会ロ

つくパス。つくタク改編の考え方と進め方(案 )

平成29年3月 10日

資料 5

つくば市 都市計画部 総合交通政策課



1 つくパス改編の考え方と検討の方向性(案 )

基本方針 1:現行路線を継続して運行しつつ′市民ニーズに対応した公共交通網の形成

。現在の路線に対し′年間100万人の利用者が定着しているため′引き続き現行路線を継続して運行する必要性がある。
・利用状況や利便性の観点から′利便性が低く′利用の伸びない路線については′一部路線の見直しを検討する。
・地域の移動の特性を踏まえつつ′つくタク運行事業と合わせて支線のあり方 (支線として提供するサービス内容)を検証すると

《課題》 《検討の方向性》

●速達性及び不u便′
1生の向上のために一部路線や停留所を見

直す。
●交通需要及び市民ニーズ等から′運行路線等を検証す

利用が少ない停留所や地効について′地域の特性′需要・三―ズ
に合わせた支線の構築を検討する。

基本方針2:まちづくりと連携した公共交通網の形成

● 需要が小さい路線については′地域の特‖生に合わせた交
通サービスを構築すべ く検討する。

・都市計画と連携し′地域生活拠点 (地域の生活国の拠点)と中心拠点及び鉄道駅をノ〈ス路線ネットワークで接続する。
。つくばエクスプレス沿線開発の進展に伴い′新たなノヾス路線の開設を検討する。
・地域生活拠点における交通体系を充実させるため′交通拠点等を設け′パス路線の集積及び乗り換え等のサービスの充実を検討す

言昇fζ重》 《検討の方向性》

方針 4:将来的な路線の検討

《

利用者が定着し′安定的な利用がされている路線については′運
行を継続する必要がある。

交通需要及び市民の要望等を細かく把握し′適切に対応をしなが
ら′パス運行をしていく。

利用が少ない路線について′利用促進を図るとともに′必要性に
ついて検討する必要がある。

新規開発地域や′一定のニーズが発生している地域に対して′路
線の検討をそ子う必要がある。

高齢化が進んでいる地区において′地域づくりを支える公共交通
サービスの充実が必要である。

方針 1:既存路線の継続運行

● 利用者の増加 している路線′定着 している路線について′
継続 して運行する。

方針 2:一部路線の見直し

● 交通空白地帯の市西部地区のための路線整備
● 高齢社会に対応するための交通サービスの提供

※つ くタクの改編で対応することもあ り。

1

方針 3:新規の支線の充実



2つくパス。つくタク改編案の策定の進め方(1/2)
改編案策定に当たつての検討事項

●

改編柔の市民説明会

。 公共交通の概念の確定

● サービス内容の確定

。 予算計画の確定

● MM′普及広報活動の内容確定

改編棄の確定利用状況・利用意向の把握 改編票の確定

第2回活性化協議会 (8/10)

。 地区別懇談会
。 無作為抽出アンケー ト調査

。 公共交通利用者調査

。 つ くタク利用者調査

。 つくバス利用実績
。 つくタク利用実績

。 公共交通の概念の整理
「幹線 +支線」の概念の再検証

サービス内容の整理
概念と市民意向等を踏まえ′新サー

ビス案の整理

● 需要予測

新サービス内容についての需要予測と供

給量の設定

。 経費試葺
・経費を試算し′予算計画を整理する。
・つくば市として公共交通政策に要する

経費全体額についても検討する。

!

(

,

亀

花

:

ユ

3

と

2

第3回活性化協議会 (10月 中旬)

第 4回活性化協議会 (12月 中旬 )

第 5回活性化協議会 (2月下旬)



2つくパス・つくタク改編案の策定の進め方(2/2)

人口推移′高齢化率′市
内の交通環境の変化等を
把握  

―

つくノくスの利用実績から
路線の傾向を分析し′路
線の継続性について精査
つくタクの利用実績から
利用者の傾向を分析し′
サエビス内容について精
査

● 市民意見の聴取 (7月 から
地区別懇談会の開催 )

0 アンケー ト調査の実施
(業務委託)

0 その他′意見要望等の整
理と精査

ご意見と実績データ等を
踏まえ′改編案素案の作
成

需要予測の実施
実施する事業の採算性に
ついて試算
改編案素案の完成

, 市民説明会で意見聴取
● 意見を踏まえ′改編案を

再整理

●
●

０

●

　

　

●

●

●

改
編
案
の
完
成

交通体系の改編の作業スケジュール

平成29年度
第4四半期

早戯29年度

第3四半期鉾:錢

つくパス

つくタク

Ⅲ… 韓 … … 麟い
… … … レ

方向性の整理

r ihネ ふれ ,ょ >
料金体系の検討

改編内容の効果検証 。その後の展開を精査

改編内容の効果検証 。その後の展開を精査

説明会②

平成30年度
第 1四半期

平成30年度

第2四半期
平成30年度
第3四半期

平成30年度
第4四半期

平成31年度
第1四半期

靭
封
・一卜赳
ｉ
【
掬
蟄
聟
一
ｉ
４

運行計画

認可申請

普及広報
活動

第 1期
つくパス改編

第2期
つくパス改編

つくパス内容の一部改編

・一・一一一一一一・一一一一一一十一一（一一一今｛⌒一一一一一一⌒

・一一一一一一一．・一一一一一一⌒一・
一́一一一・．．一一

新たな
交通サービス

つくタク改編に向けた準備

つくタク事業

改編

つくタク内容の一部改編

その他

地区別懇談会 説明会①

ヒ協 蓋 こおける

※つくノヽス改編のスケジュ了ルが前倒しすることもある。 3



【検討資料】つくば市の交通政策の考え方について (1/3)

■つくば市の公共交通の現状  t
:口 鉄道が市内及び東京方面との広域移動の幹線交通として機能。
| →つく1乙皿クスプレス′]R常磐線′関東鉄道常総線
|ロ パスカ獣 道駅と市内の各拠点を結んでおり′都市内交通として機能。

|  →路線ノヾス′ つくバス (つくパスは路線ノヾスを補完して運行)

|口 上記以外のエリアは′デマンド型交通を運行。
|  ―→つくタク

■幹線+支線システム

幹線交通

都市内交通

00a
0

●

0

大

(1小

輸

送
カ

|口 利用目的や需要に応じた適切なサービス提供を行うため′公共交通機関や路線′系統間の役割分担を図り′

公共交通を一体のネットワークとしてより効果的なものにし′利便1生向上を る。

●幹線が
｀
担う役害u ●支線が担う役割

|。 つく頭市内外を結ぶ骨格的な交通機能

i市 内中心拠点等と近隣自治体の交通拠点等を結ぶ

交通機能

・ 市内中心拠点等と地域生活拠点等を結ぶ交通機能

・ 地域内の日常生活に必要な交通機能

・ 地域生渚拠点等と集落地域等を結ぶ交通機能

文

4
II

ン ミ



【検討資料】つくば市の交通政策の考え方について (2/3)
■幹線+支線システムの概要

支
線

幹
線

運行の

考え方

地

行

医療 商業

市内交通拠点
(TX各駅)～市

均各拠点等

市内交通拠点

(TX各駅)～市

内各拠点や近隣

市交通拠点等

市内交通拠点

(TX各駅)～県
メ]・ 首都圏 (TX
各駅 )

運行区間

低密度
需要地域

高密度

需要地域

中密度

需要地域

高密度
需要地域

高密度
需要地域

主な

対象地域

【デマンド型交通′その他多様な交通手段】
●低密度の需要に対応した柔軟な交通サービス
0高齢者′交通弱者等の利用に対応した昼間の交通
サービス

【都市内幹線パスネットワーク】
0地域生活拠点等からTX各駅への速達性・直行性を
確保し′運行頻度を高めたパスネットワーク (路線
バス′コミュニティバス )

●TX各駅と近接する高密度住宅市街地 ′大学・研
究機関′工業団地等を連絡するノヽスネットワーク
(路線パス′コミュ三ティノヽス)

【広域幹線バスネットワーク】
0つ くば市内外を運絡する路線ノヽス
0つくば市と県内外を連絡する高速バス
0つ くば市と市外拠点等を連絡する広域連携コミュ
ニティパス

【都市骨格幹線 (鉄道)】
●つくば市内及び市外を連絡する鉄道交通 (TX)

サービスの提供方針

0つ くタク
●民間タクシー
●福祉有償運送
●タクシーチケット

●路線パス
0つ くノくス (つ くノぐス幹
線)

●路線バス
●高速パス
●広域連携パス

(筑西市・桜川市 )

●TX
O高速パス

現行

0つくタク(縮小 )

0民間タクシー
●福祉有償運送
●タクシー助成券(拡充 )

0つ くノヽス (つ くノヾス支
像)

0病院送迎バス
●企業送迎バス
●地域主体の交通

●路線パス
0つくノヾス (つくノくス幹
腺)

0路線バス
●路線バス
(牛久駅方面 。利用者補

助)

。高速バス
0広域運携パス

(筑西市・桜川市)

●TX
●高速パス

改編案

●福祉的なサービス化して
いくか。

● 需要見込みがある路線を
選定or不」用の少ない路線
を改編

D目的ノヾスは団地内等を循
環し+oでその他のパス
停を回る。

● 現行路線を継続する。
● 生渚固を元に一部路線を

変更

● 路線バスの利用者補助の
基準の整理が必要

検討課題

5



利用者数

【検討資料】つくば市の交通政策の考え方について (3/3)
少ない

現状

改編

シヤトル型つくパス

つくパス利用者の

多い路線

シヤトル型つくパス
※Jヒ部シヤトルの簡易BRT化′

路線内の折り返 し便の運行も含む

検討手法を組合せて交通サービ

スを検討していく。

つくタク
その

他の

交通

つくバス利用者の

少ない路線
十

つくタク利用の多いエリア

つくタク不u用の

少ないエリア

. l i「  _  _‐ _■  …
J'・ 鷺 ,if‐ と こ 工 止 登 士 帝 よ 喧 Ⅲ ■ ■ V憩 お こ と 遊 軽 と 愚 慰 ま と 饉 も む 廼 世

名 .

支
臨 |ス

つく
タク

の
の
通

そ
他
交

支線幹線

i′〔夕■ン毎

■パターン3:既存路線 +路線延伸  ||― 1争:善螂

士

専

章
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手法 3:福祉サービスに特化したつくタク

手法 4:タクシー利用料金助成事業の充実

手法 6:ICTを活用したタクシーサービス制度

手法 フ :病院送迎′恢 ′企業送迎パス,スクー)レプ(スとの連携

手法 8:住民主体の公共交通サービスの導入

手法 5:福祉有償運送制度の充実

など)手法 9:その他の交通手段 (ラン

手法 1:現在のつくタクの継続運行

手法 2:支線となるプ恢の運行


